





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































開 催 日：2015年10月4日（日）13：30 ～ 16：40



























































































































































































































































































































































































































4）日 時：2016年3月2日（水）17：00 ～ 19：00
場 所：東洋大学白山キャンパス　1309教室
参 加 者：25名
開催内容：平田厚（明治大学法科大学院・教授）、西田和弘（岡山大学法科大学院・教授）、秋元美世（東洋大学・
142 143
【資料】活動報告
教授／理論・歴史グループ長）が「見守りと権利擁護」というテーマで報告を行った。
成 果：　法律的な視点も含め、いくつもの視野から「見守りと権利擁護」に関する議論が展開された。
【論文】
論 文 名：日本における協同組合思想の導入の背景―産業組合法成立前後に焦点を当てて－
掲載誌・巻号・掲載日：福祉社会開発研究、Vol.8、2016年3月末
執 筆 者：越前　聡美　理論・歴史グループＲＡ
【その他】東洋大学福祉社会開発研究センター拡大研究会
日　　時：2015年12月13日（日）16：00 ～ 19：00
場 　 所：東洋大学白山キャンパス　第一会議室
参 加 者：福祉社会開発研究センター関係者
開催内容：理論・歴史グループ長の秋元美世研究員からの報告が行われた。
成 果：　まず「見守り」を議論する際に、「見守られる側」と「見守る側」の違いを意識する必要性があ
るのではないだろうか。そこで「バルネラブル・モデル」に基づく責任について言及した。本報
告は実践レベルでの責任に関する事柄ではなく、倫理学や理論的な視点からの枠組みのため、こ
れらを実践の中で捉える際には整理が必要になってくる。
　しかしながら、「見守り」を「見守られる側」と「見守る側」という論理を分けて考察すること
で、責任の問題も含めた議論が可能となるだろう。当センターはまさに社会的に孤立している人々
をどう支援しつなげていくのかというテーマで研究を行っており、分野を超えた「見守り」の議
論を避けては通れない状況の中、これらの議論の展開がさらに求められている。
